
　
２
０
１
８
年
度
、
石
川
県
立
加
賀
高
校
は
、
学
期
ご

と
の
成
績
の
評
価
方
法
を
改
定
し
た
。
従
来
の
定
期
考

査
７
割
、
平
常
点
３
割
と
い
う
比
重
を
改
め
、「
関
心
・

意
欲
・
態
度
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
技
能
」「
知
識
・

理
解
」
の
４
観
点
（
＊
）
に
よ
る
観
点
別
学
習
状
況
の

評
価
（
以
下
、
観
点
別
評
価
）
を
実
施
し
、
定
期
考
査

や
提
出
物
に
加
え
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
評
価
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
（
図
１
）。

　
評
価
方
法
を
改
定
し
た
背
景
に
は
、「
頑
張
っ
て
い

る
生
徒
を
、
公
正
に
評
価
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ

っ
た
。
学
び
直
し
を
必
要
と
す
る
生
徒
が
多
く
入
学
し

て
く
る
同
校
で
は
、
学
び
に
向
か
う
力
を
育
成
す
る
こ

普通科高校として開校後、2000
年度、南加賀地区唯一の総合学
科高校となる。3年間を見通した
きめ細かなキャリア教育を行い、
生徒の進路実現を図る。２年次か
ら、希望進路に応じた進学、生活・
福祉、ビジネスの３系列を用意。

設立	 1973（昭和 48）年

形態	 全日制／総合学科／共学

生徒数	 １学年約 80 人

2020年度進路実績（現役のみ）　４年制大は、金城大に１人が合格。
短大、専門学校進学18人。就職 40人。

住所	 〒922-0331　石川県加賀市動橋町ム53

電話	 0761-74-5044

Web site	 https://cms1.ishikawa-c.ed.jp/kagaxh/
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P R O F I L E

授
業
に
真
面
目
に
取
り
組
む
生
徒
を

評
価
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
た
い

授
業
態
度
を
重
視
し
た
評
価
と

少
人
数
制
ク
ラ
ス
の
導
入
で
、

生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る

石
川
県
立
加
賀
高
校

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
実
施

変革のステップ

• 定期考査を重視する従来の評価方法では、授業に
真面目に取り組む生徒を公正に評価することがで
きていなかった

•生徒の授業への参加意欲が低かったため、アク
ティブ・ラーニングの視点を取り入れた授業の推
進が課題だった

背景と課題

実践内容

• 生徒の授業態度が変容し、授業に積極的に参加す
るようになった

•「思考力・判断力・表現力」の育成の強化が、今
後の課題

成果と展望

•観点別学習状況の評価を実施　授業態度やパ
フォーマンス評価の規準を策定し、定期考査や提
出物に加え、ルーブリックを使って、「関心・意欲・
態度」も公正に評価する仕組みを構築

•少人数制クラスを増加　少人数制授業を行う教
科・科目で、従来の３クラスを４クラスにし、教
師が生徒一人ひとりの学びをより丁寧に見取れる
よう体制を整えた

＊　教科・科目によっては、その特性から 3 観点または 5 観点としている。
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と
を
重
視
し
て
い
た
。
し
か
し
、
従
来
の
評
価
方
法
で

は
、
授
業
に
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
て
も
、
定
期
考

査
の
得
点
が
低
け
れ
ば
、
低
い
評
定
を
つ
け
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
教
務
主
任
の
中な

か

巳み

出で

仁さ
と

美み

先
生
は
、
次
の

よ
う
に
語
る
。

　「
努
力
し
て
も
評
価
が
低
け
れ
ば
、
生
徒
は
や
る

気
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
で
、
授
業
態
度
に

問
題
が
あ
っ
て
も
、
定
期
考
査
で
高
得
点
を
上
げ
れ

ば
高
い
評
価
を
得
ら
れ
ま
す
。
も
っ
と
評
価
す
べ
き

生
徒
を
評
価
で
き
て
い
な
い
と
い
っ
た
ジ
レ
ン
マ
が

あ
り
ま
し
た
」

　
ま
た
、
同
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
一
層
必
要

と
な
る
主
体
性
や
協
働
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

な
ど
を
育
む
た
め
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以

下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
た
。し
か
し
、従
来
の
評
価
方
法
で
は
、
授

業
態
度
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
い
た
め
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
、及
び
そ
れ
ら
を
育
成
す
る
た
め
の
教

育
活
動
に
、評
価
方
法
が
対
応
し
て
い
な
い
と
い
っ
た

問
題
が
あ
っ
た
。教
務
課
に
所
属
し
評
価
方
法
の
改
定

を
推
進
し
た
前
田
鷹た

か

図と

先
生
（
現
在
は
進
路
指
導
課
所

属
）
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
、
当
時

も
今
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
知
識
の
習
得
だ
け
で

な
く
、主
体
性
や
協
働
性
な
ど
を
育
み
た
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を

行
お
う
と
思
っ
て
も
、
生
徒
の
授
業
へ
の
参
加
意
欲

は
低
く
、
授
業
が
成
り
立
つ
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
生
徒
が
意
欲
的
に
授
業
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
る
の
か
真
剣
に
考
え
ま
し
た
」

　
教
務
課
は
17
年
12
月
、
管
理
職
と
協
議
の
上
、
評
価

方
法
の
改
定
案
を
作
成
し
、
全
教
師
に
配
布
し
て
意
見

を
募
っ
た
。
す
る
と
、
評
価
方
法
の
煩
雑
さ
を
懸
念
す

る
声
は
あ
っ
た
も
の
の
、
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図

る
と
い
っ
た
趣
旨
に
は
、
概
ね
賛
同
が
得
ら
れ
た
。
そ

こ
で
、
18
年
３
月
の
職
員
会
議
で
正
式
に
改
定
を
提
案
。

そ
れ
が
承
認
さ
れ
、
18
年
度
に
観
点
別
評
価
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
同
校
の
観
点
別
評
価
の
特
徴
は
、「
関
心
・
意
欲
・
態

度
」を
重
視
し
て
い
る
点
に
あ
る
。成
績
評
価
は
１
０
０

点
法
と
し
、「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
に
40
点
を
割
り
あ
て
、

残
り
の
３
観
点
を
各
20
点
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た

（
図
１
）。
授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
を
公
正
に
評
価
す
る

こ
と
で
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
ね
ら
い
が

あ
る
と
、
桐き

生り
ゅ
う

裕
三
校
長
は
説
明
す
る
。

　「
学
習
に
苦
手
意
識
を
持
つ
生
徒
に
、『
関
心
や
意

欲
を
持
と
う
』と
言
う
だ
け
で
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
教
師
の
話
を
真
剣
に
聞
い
た
り
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
協
力
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
活
動
に
取
り
組

学
習
意
欲
の
向
上
を
ね
ら
い
、

「
態
度
」の
評
価
を
重
視

観点別評価の構成図1

成績判定（計 100点）

40点（％） 20点（％） 20点（％） 20点（％）

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

考査の
ある科目

提出物
等

パフォー
マンス評価

考査点
パフォー

マンス評価
考査点

パフォー
マンス評価

考査点
（小テスト等）

40％ 60％ 70％ 30％ 80％ 20％ 100％

考査の
ない科目

提出物
等

パフォーマン
ス評価

パフォーマンス評価 パフォーマンス評価
パフォーマンス

評価

40％ 60％ 100％ 100％ 100％

観点別評価は上記を基準とし、詳細は、各教科・科目の特性と実情に応じて教科会で決定す
る。定期考査では、知識・理解に偏重せず、その他の観点を評価するための問いも出題する
こととした。パフォーマンス評価では、生徒にあらかじめルーブリックを提示して到達目標
を明確にし、評価の透明性を保つようにしている。

＊学校資料を基に編集部で作成。

教
務
主
任

中
巳
出
仁
美
　な
か
み
で
・
さ
と
み

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。「
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
か
か
わ
り
、
彼
ら
の

成
長
を
と
も
に
喜
び
合
え
る
よ
う
に
」

進
路
指
導
課

前
田
鷹
図
　ま
え
だ
・
た
か
と

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。「
誰
に

対
し
て
も
公
平
で
あ
る
こ
と
。
士
別
三
日
、
即
更

刮
目
相
待
」

教
務
課

秋
山
拓
也
　あ
き
や
ま
・
た
く
や

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
学
ぶ

こ
と
を
や
め
た
ら
、
教
え
る
こ
と
を
や
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

校
長桐

生
裕
三
　き
り
ゅ
う
・
ゆ
う
ぞ
う

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。「
学
び

て
思
わ
ざ
れ
ば
則
ち
く
ら
し
、
思
い
て
学
ば
ざ
れ

ば
則
ち
あ
や
う
し
（
孔
子
）」
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ん
だ
り
す
る
と
い
っ
た
『
態
度
』
は
、
心
が
け
次
第

で
よ
い
方
向
に
変
え
ら
れ
ま
す
。『
態
度
』
の
評
価

を
重
視
す
る
こ
と
で
、
学
び
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
こ

と
を
期
待
し
ま
し
た
」

　
ど
の
教
師
も
、
分
か
っ
た
と
い
う
体
験
を
通
じ
て
生

徒
の
関
心
や
意
欲
を
引
き
出
そ
う
と
、
丁
寧
な
説
明
に

努
め
、
学
力
に
課
題
の
あ
る
生
徒
に
も
分
か
り
や
す
い

授
業
を
実
践
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
き
た
。
し
か
し
、

学
習
へ
の
苦
手
意
識
が
強
い
た
め
に
、
初
め
か
ら
理
解

す
る
こ
と
を
諦
め
て
し
ま
っ
て
い
る
生
徒
が
い
た
の
が

実
情
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
評
価
の
基
準
を
明
確
に
し
、

そ
の
基
準
に
従
っ
て
授
業
に
臨
め
ば
、
よ
い
評
価
が
得

ら
れ
、
や
が
て
「
真
剣
に
授
業
を
受
け
て
み
た
ら
、
自

分
で
も
理
解
で
き
る
」
と
気
づ
き
、
学
び
に
対
す
る
関

心
や
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
。

　
観
点
別
評
価
を
適
切
に
行
う
た
め
に
導
入
し
た
の

が
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価

だ
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
は
点
数
化
し
に
く
い
資
質
・

能
力
を
測
る
際
に
、
教
師
に
よ
っ
て
評
価
の
軸
に
ず
れ

が
生
じ
な
い
よ
う
評
価
基
準
を
設
け
、
生
徒
に
も
到
達

目
標
が
分
か
る
よ
う
に
そ
の
基
準
を
示
し
た
。

　「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
で
は
、
全
教
科
・
科
目
共

通
の
「
授
業
態
度
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）
の
評
価
規
準
」

（
図
2
）
を
、
教
務
課
主
導
で
作
成
。
さ
ら
に
、
教
科
・

科
目
ご
と
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
で
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
評
価
を
行
う
際
に
は
、
必
ず
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作

成
し
、生
徒
に
示
す
こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
、「
地
理
Ａ
」

の
授
業
で
行
う
資
料
の
読
み
取
り
で
は
、
図
３
の
評
価

規
準
を
用
い
る
。
教
務
課
の
秋
山
拓
也
先
生
は
、
そ
の

手
応
え
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
授
業
に
お
い
て
、
何
を
ど
こ
ま
で
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
評
価
さ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
基
準
が
明
確

に
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を
目
標
と
し
て
頑
張
れ

る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
。
私
た
ち
も
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
生
徒
と
一
緒
に
見
な
が
ら
、『
こ
の
部
分
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、評
価
も
Ｂ
に
な
る
よ
』
と
い
っ

た
よ
う
に
、
よ
り
具
体
的
に
行
動
指
針
を
示
し
な
が

ら
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
新
た
な
評
価
方
法
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、「
関
心
・

意
欲
・
態
度
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
導
入
に
よ

り
、
教
師
の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
教
務
課
は
、
表
計
算
ソ
フ
ト
で
「
評
価
基
準

フ
ァ
イ
ル
」（
図
４
）
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
到
達
度
を
打
ち
込
め
ば
、
学
期
単
位
で
の

評
定
が
自
動
的
に
算
出
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

　「
新
し
い
評
価
方
法
の
趣
旨
に
賛
同
は
で
き
て
も
、

評
価
す
る
作
業
を
負
担
に
感
じ
て
は
、
適
切
な
評
価

は
で
き
ま
せ
ん
。
集
計
作
業
を
効
率
的
に
行
え
る
よ

う
、
定
期
考
査
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
も
、
得
点

や
結
果
を
入
力
す
れ
ば
、
最
終
的
な
評
定
が
自
動
的

に
算
出
さ
れ
る
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
一

度
の
入
力
は
数
分
程
度
の
作
業
で
済
む
よ
う
に
し
、

ま
た
、
毎
週
の
教
科
会
で
入
力
状
況
を
確
認
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
」（
前
田
先
生
）

　
生
徒
に
も
、
新
し
い
評
価
方
法
の
周
知
と
浸
透
を
図

っ
た
。
年
度
初
め
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
、
担
任
か
ら
、

授
業
中
の
態
度
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
取
り
組
み

状
況
を
重
視
し
た
評
価
を
行
う
こ
と
を
伝
え
、
各
教
科
・

「授業態度（関心・意欲・態度）」の評価規準図2資料の読み取り活動の評価規準図3

評
価
方
法
を
変
更
し
た
意
図
を

す
べ
て
の
教
師
が
繰
り
返
し
伝
え
る

伸ばしたい力：今すべきことを考え、課題に懸命に取り組む姿勢

A

Bの規準を達成していて、それに加え
•積極的に発言することができる。
•質問したり、調べたりして難しい発問に諦めず取り組むことができる。
•工夫してノートやプリントを書くことができる。
•問題解決のため、積極的に周囲とかかわることができる。

B
•先生やほかの生徒の話を静かに聞くことができる。
•必要なことをノートに書くことができる。
•聞かれたことに真剣に向き合うことができる。

C Bの規準を達成できておらず、授業に対する集中力に欠ける場面が多い。

D

Cに加え、
•授業の準備をしてこない、ずっと居眠りをしているなど、意欲が感じ

られない。
•授業中に度々注意され、授業が進む妨げになる。

欠席はＥ評価となる。＊学校資料を基に編集部で作成。

伸ばしたい力：資料を読み取る技能
評価対象：資料を正しく読み取る

A 資料から発問の解答に関連する事柄
を、正確に読み取ることができる。

B
発問の解答にはつながっていない
が、資料を正しく読み取ることがで
きる。

C
正しく読み取ることはできていない
が、資料を読み取ろうと努力してい
る。

D 諦めてしまって、資料を読み取ろう
という努力が見られない。

E 授業欠課

＊学校資料を基に編集部で作成。
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科
目
で
も
、
初
回
の
授
業
で
同
様
の
説
明
を
し
た
。
す

べ
て
の
教
師
が
、
同
じ
内
容
を
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
で
、

徹
底
的
に
意
識
づ
け
を
図
っ
た
。
加
え
て
、
教
室
の
黒

板
の
横
に
は
、常
に
生
徒
の
目
に
つ
く
よ
う
に
、「
授
業

態
度
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）
の
評
価
規
準
」
を
貼
っ
た
。

　「『
な
ぜ
、
評
価
方
法
を
変
え
た
の
か
』
と
質
問
し

て
き
た
生
徒
に
は
、『
君
た
ち
が
社
会
に
出
た
時
に

必
要
と
な
る
力
を
育
成
す
る
た
め
だ
よ
』
と
答
え
ま

し
た
。
本
校
の
生
徒
の
大
半
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に
就

職
し
ま
す
。
授
業
中
に
教
師
の
話
を
し
っ
か
り
聞
く

姿
勢
や
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
協

力
し
な
が
ら
問
題
解
決
に
取
り
組
む
態
度
な
ど
は
、

社
会
に
出
て
か
ら
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
生
徒
に
は
、

か
ら
頑
張
っ
て
」
と
言
え
ま
す
』
と
、
う
れ
し
そ
う

に
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
評
価
の
対
象
に
態

度
を
加
え
、
評
価
の
基
準
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
、

成
績
に
つ
い
て
、
保
護
者
も
生
徒
に
声
を
か
け
や
す

く
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
中
巳
出
先
生
）

　
同
校
の
観
点
別
評
価
は
、
今
年
度
で
３
年
目
を
迎
え

た
。
生
徒
に
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
示
さ
れ
た
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
す
る
力
は
確
実
に
つ
い
て
き
た
。
た
だ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
、
今
後
の

課
題
が
何
か
を
自
身
で
分
析
し
て
次
の
目
標
を
設
定
す

る
力
は
、
ま
だ
不
足
し
て
い
る
。
そ
こ
で
20
年
度
か
ら
、

生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
れ
を
自
身
の

行
動
や
成
長
に
つ
い
て
の
振
り
返
り
の
機
会
に
さ
せ
る

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
桐
生
校
長
は
、
今
後
の
展
望
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
で
は
、『
関
心
・
意
欲
・
態
度
』
に
つ
い
て

は
、
指
導
方
法
や
評
価
方
法
が
確
立
さ
れ
、
一
定
の

成
果
も
出
て
い
ま
す
。
次
は
、『
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
』を
伸
ば
す
段
階
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
３
つ
の
資
質
・
能
力
を
、
生
徒
に
ど
の
レ
ベ
ル

ま
で
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
の
か
。
そ
の
評
価
を

ど
の
よ
う
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
落
と
し
込
ん
で
い
く

の
か
。
そ
し
て
、
３
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

た
め
に
不
可
欠
と
な
る
教
師
の
授
業
力
の
向
上
を
ど

う
図
っ
て
い
く
の
か
。
そ
れ
ら
の
課
題
に
今
後
は
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

『
そ
う
し
た
態
度
は
、
基
礎
学
力
と
同
じ
ぐ
ら
い
大

切
だ
よ
』
と
、発
信
し
続
け
ま
し
た
」（
中
巳
出
先
生
）

　
新
し
い
評
価
方
法
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
少
人
数

制
授
業
を
行
う
教
科
・
科
目
で
は
、
従
来
の
３
ク
ラ
ス

を
４
ク
ラ
ス
に
増
や
し
た
。
１
ク
ラ
ス
あ
た
り
の
生
徒

数
を
減
ら
し
た
こ
と
で
、
教
師
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

学
び
の
様
子
を
よ
り
丁
寧
に
見
取
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
多
く
の
生
徒
が
落
ち
着
い
て
授
業
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
。

　「
ク
ラ
ス
数
を
増
や
し
た
こ
と
で
、
教
師
１
人
あ

た
り
の
担
当
授
業
時
数
は
増
え
ま
し
た
が
、
授
業
の

雰
囲
気
を
よ
く
し
た
い
と
い
っ
た
思
い
を
、
教
師
は

皆
、
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
学
級
数
の
変

更
も
、快
く
賛
同
し
て
く
れ
ま
し
た
」（
中
巳
出
先
生
）

　「
新
し
い
評
価
方
法
を
導
入
す
る
18
年
度
は
、
学
校

と
生
徒
を
変
え
る
勝
負
の
年
に
な
る
」
と
改
革
を
推
進

し
た
結
果
、
年
度
内
で
多
く
の
生
徒
の
授
業
に
臨
む
姿

勢
が
変
わ
っ
た
。「
努
力
し
て
も
無
駄
」
と
諦
め
て
い

た
生
徒
た
ち
が
、「
テ
ス
ト
の
得
点
は
よ
く
な
い
け
れ

ど
、
授
業
中
の
『
態
度
』
が
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

何
と
か
な
り
そ
う
だ
。
そ
れ
に
社
会
に
出
た
時
に
も
評

価
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
の
な
ら
、
頑
張
ろ
う
」
と
、
授

業
態
度
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　「
保
護
者
か
ら
、『
こ
れ
ま
で
は
、「
何
で
こ
ん
な

成
績
な
の
？
」
と
し
か
子
ど
も
に
言
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
は
、
○
○
を
よ
く
す
れ
ば
成
績
が
上
が
る

石川県立加賀高校

「評価基準ファイル」のフォーマット図４

横軸は評価項目、縦軸は出席番号順に並んだ生徒。得点や観点別評価の
結果（Ａ〜Ｄ）を入力すれば、学期単位での評定が自動的に算出される。
＊学校資料をそのまま掲載。

自
分
の
行
動
を
振
り
返
り
、

自
己
分
析
で
き
る
力
を
育
み
た
い

「
変
化
の
年
」
と
勝
負
を
か
け
、

少
人
数
制
ク
ラ
ス
を
増
や
す
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